

















One consideration on the significance of classroom-based curriculum  
development in the time of comprehensive study 






































































































































































































































































































































































































































































度の期間と定義する。なお、 1989（平成元）−1992（平成 4 ）年度における生活科カリキュラムの研究開発の実態に関して
は、以下の論文を参照。白井克尚「新教科創設期における生活科の授業づくりに関する研究─愛知県宝飯郡御津町立御津





3 ）田村学「『総合的な学習の時間』の誕生と理念の形成」『せいかつか&そうごう』第21号、2014年、pp. 5 - 6 。
4 ）村川雅弘編『子どもたちのプロジェクトS―「総合的な学習」 8 つの熱き挑戦！』日本放送出版会、2002年、pp.196-198を
参照。









8 ）同様の視座から取り組まれた歴史的研究として、中野光編『日本の教師 8 　カリキュラムをつくるⅠ　学校での試み』ぎょ
うせい、1994年等がある。
9 ）最近は、教師教育学の分野においても、この様な当事者研究の視点による研究が取り組まれている。詳しくは、ジョン・ロッ
クラン監修・原著、武田信子監修・解説、小田郁予編集代表、齊藤眞宏・佐々木弘記編集『J・ロックランに学ぶ教師教
育とセルフスタディ─教師を教育する人のために─』学文社、2019年を参照。
10）加藤尚武『環境倫理学のすすめ』丸善ライブラリー、1999年。
11）加藤幸次・魚住忠久編著『環境教育を目指した総合学習』黎明書房、1999年。
12）歴史的な教室を拠点としたカリキュラム開発の取り組みにも、現在の私たちが学ぶべき点は多い。佐藤学・小熊伸一『日
本の教師 9 　カリキュラムをつくるⅡ　教室での試み』ぎょうせい、1993年等を参照。
13）歴史的な合科・総合学習の授業づくりの取り組みにも、現在の私たちが学ぶべき点は多い。稲垣忠彦・吉村敏之『日本の
教師 7 　授業をつくるⅢ　合科・総合学習』ぎょうせい、1993年等を参照。
